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秋
の
夜
栗
の
話
の
な
か
に
し
て

ふ
と
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る
さ
と
の
母
お
も
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か
な
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秋
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／
0
月
2
日
、
三
郷
小
学
校
で
秋
の
大
運

動
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ム
フ
年
は
又
ロ
学
校

と
も
雨
の
影
響
で
、
日
程
が
延
期
に
な
っ

た
と
こ
ろ
が
多
く
＼
関
係
者
は
準
備
が
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
東
郷
小
学
校
も
雨

で
／
日
延
期
と
な
っ
て
の
運
動
会
で
し
た

が
．
児
童
の
み
な
さ
ん
は
各
競
技
に
元
気

い
つ
ば
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
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姦　　一　　　、
窒人・5・詔9人（△・）

　　男　2。649人（　1）

　　女2，890人（△3）

　世帯数L727戸（△1）

　　平成7年10月1日現在

も　　（）は対日月比、

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨
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総額で約60億5，792万円

　
平
成
六
年
度
東
郷
町
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例

議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
六
年
度
に
一
般
会
計
で
行
な
っ
た
、
主
な
事
業
は
、
寺
童
・
坪
谷
公

営
住
宅
建
設
、
坪
谷
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
、
田
野
・
羽
坂
・
仲
深
区
屋
根
付

運
動
広
場
建
設
、
田
野
々
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
、
冠
山
森
林
公
園

整
備
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
簡
易
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
、
寡
婦
に
対
す
る
医
療
費
助
成
、
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

等
が
行
な
わ
れ
、
前
年
度
に
比
べ
約
五
、
六
〇
〇
万
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＜
斗
升
区
屋
根
付
運
動
広
場

会　　計
出　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

ﾊ1　　　　　人 歳　　　出 差　　　引

一般会計‘ 4，608，846 4，487，015 121，831

国　　　保 544，186 510，937 33，249

老　　　保 578，250 563，851 14399

簡　　　水 130，323 125，186 5，137

収益385，979 361，204 24，775

病　　　院

資求　　9，805 9，724 81

計 6，257，389 6，057，917 199，472

幽置

藩

＜
坪
谷
公
営
住
宅

（単位：千円）
平成6年度会計別決算

願

＜
坪
谷
中
学
校
プ
ー
ル

講　議
「
、

一
き
、
．
飛
一
郵
叢
三
蓋

＜
田
野
々
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
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★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

味1イ立’ 科Il出歳

その他（消防　商工・議会費）
　265，441　（6．0％）

土木費
825，274

　　（18．4％

農林水産業費
　799，809

　　（17．8％）

一
；

単位：T一円1

災害復旧費
221，041（4．9％）

衛生費＼
238，666

＼（5．3％

民生費
655，315

　　（14．6％

入

諸収入
　　125，068（2．7％）

総務費
625，473

　　（13．9％

386．534

〔8．60が

教育費
381714

　　（8．5％

投　資　的　経　費　（42．4％） 義務的経費（33．5％） 消費的経葡24．1％）

普通建設事業費
@1，684，065

@　（37，5％）

災
害
復
旧
費

人　件　費
V42，256

k16．5％／

扶
助
費

公債費
S74，263

k10．6％）

補
助
費

物
件
費

そ
の
他

221，041 286，571 388，265 304，020

（6．8％）

公債費
474，282

　　（！0．6％

　　　　り③4聾弓ご’り

存

歳

88，265

8．7％）／6．4％）

，863千円（2．90％）

財

依

地方交付税
　2，084，939

　　（45．2％）

　　　　　、自＼
　　　　　王
　　　　財
　　源　　その他
翁33111跣

　　町税δ
　　340，516

　　　（7．4％）

、
描

　
蹴

［卯

@
’

源

繰入金
120，571（2．6％）

町債
628，500

　　（B7％

県支出金
　402β60

脚　　国庫支出金

＼　　497，891

　　（10．8％）

他交付金
71，301

（1．6％）

（80．0％）

歳出の性質別構成（単位：千円）

21，041

4．9％）

円）の内訳　　　　　　　　　20，541千円
（6．03％）

9

固定資産税
P84，017千円

i54．04％） 町民税
P26，095千円

i37．03％）

た
ば
こ
税 軽

自
動
車
税

町税（340，516千

議
員
定
数
削
減
の

条
例
改
正
案
否
決

　
町
議
会
は
、
十
月
四
日
の
定
例
会

最
終
日
に
、
議
員
定
数
条
例
改
正
案

を
全
会
一
致
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
坪
谷
の
富
山
惣
三
郎
氏
か
ら
「
少

数
精
鋭
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議

員
の
質
的
向
上
を
図
り
、
行
政
改
革

の
先
導
的
役
割
り
を
果
た
す
べ
き
」

と
し
て
議
員
定
数
を
現
行
の
十
四
か

ら
十
二
に
削
減
す
る
よ
う
に
求
め
て

い
た
問
題
で
、
議
員
定
数
問
題
審
査

特
別
委
員
会
の
黒
木
九
一
委
員
長
は
、

「
定
数
を
十
六
か
ら
十
四
に
削
減
し
、

ま
だ
二
年
経
過
し
た
段
階
で
、
そ
の

効
果
も
十
分
に
分
か
っ
て
い
な
い
。

地
方
分
権
が
論
講
さ
れ
て
い
る
現
状

で
は
、
現
在
の
定
数
は
妥
当
で
あ
る
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

◎
議
員
定
数
問
題
審
査
特
別
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
委
員
長
黒
木
九
一
、
副
委
員
長
黒

木
行
脚
、
委
員
三
浦
文
人
、
畝
原
孝

純
、
日
高
一
男
、
佐
藤
輝
夫
、
新
名

甫
史
、
田
中
守

議
会
を
傍
聴

　
し
て
み
ま
せ
ん
か
〃
”

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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虞

　東郷町で生活を始めて一ケ月が過ぎ、こちらでの生活にも大分慣れたのではと考えているところです。私が

東郷町に来たばかりの頃は「新しいエデル」という印象で見られていましたが、この頃ようやく、私の性格等

多くの人達に徐々にではありますが分かってもらえてきたのではないかと思います。

　ところで、生活が落ちついたと言っても私が一つだけ慣れることの出来ないものがあります。それは“虫”で

す。イギリスの気候は日本の気候より寒いため、ゴキブリなどの虫がいません。私自身“虫”はあまり気にし

ない方なのですが、ゴキブリ、クモ、イナゴ、カエルを部屋の中で見たときは、思わず悲鳴をあげてしまいま

した。あまりの声の大きさに隣の部屋の人がびっくりしたかもしれません。本当に東郷町に来て驚いたことと

言えばそれくらいで、生活環境はイギリスの田舎に私のおばあさんが住んでいますが、そこと東郷町の生活は

地域の人達が助け合って暮らしているという事などで非常に似ていると私は思います。田舎の生活はどこでも

同じようなものなのではないでしょうか。

牧水祭に参加して

　ところで話は変わりますが、9月17日に東郷町の牧水祭で楽しい一日を過ごしました。その牧水祭のなかで

短歌大会が行なわれましたが、短歌についてイ・ギリスでは日本の珍しい文化だと思われています。実をいうと

最近イギリスの中学校でも俳句や短歌のつりく方について基本的なポイントが教えられているのですが、日本

語で歌をつくることは大変難しいことです、私も短歌大会に作品を出してみたのですが、入賞することが出来

ず、少し残念でした。

　又、牧水祭のなかで私はこちらの民謡などを見る機会がありましたがある町民の人に「こういう伝統的なこ

とを見ると違和感はないですか」という質問を受けました。迷わず私は「いいえ、違和感はありませんむと答

えました。確かに日本の文化的な面で理解にとまどうこともありますが、世界中どこの地域にも民謡は受継が

れています。言葉や曲が違っても、民謡は愛や人生、悲しい事、嬉しい事を歌っていると思います。国は違っ

ても民謡は何かしら私たちを落ちつかせてくれる共通性を持っているのではないでしょうか。ところで私が違

和感を覚えたことが一つあります。私が東郷町に来たばかりの頃、近所の子供達に「外人、外人」と呼ばれた

ことです。どうして名前を呼んでくれないのかと思いましたが、一ケ月が経ちその子供達と再び遊ぶ機会があ

った時、彼らは私のことをショナと本当の名前で呼んでくれました。いつの間にか私の名前を覚えてくれたん

ですね。うれしかったです。

　最後に東郷町に来て一ケ月が過ぎましたが、色々と勉強になりました。私自身もっと東郷町のことを知り、

周囲の人達も、もっとショナのことを知ってもらえると、ショナ自身、とても有意義な生活が送れるのではな

いかと思っています。

※
先
月
号
で
紹
介
し
た
、
仲
深
の
水

野
和
男
さ
ん
の
「
第
一
た
か
ひ
で
号
」

は
、
県
共
進
会
で
、
弐
等
賞
で
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
9
月
期
仔
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
2
7
4
、
6
7
0
円

　
去
勢
平
均
　
3
8
1
、
0
3
1
円

最
高
額

　
一
部
　
海
野
勝
春
　
た
か
ね
号

　
　
　
　
　
　
4
4
2
、
9
0
0
円

　
去
勢
部
　
水
野
藤
雄
　
藤
秀
号

　
　
　
　
　
　
4
9
9
、
5
5
0
円

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

寺
迫
地
区
）

　
雌
平
均
　
3
4
4
、
6
6
3
円

　
去
勢
平
均
　
3
9
3
、
2
5
4
円

最
高
額

　
雌
部
　
海
野
直
　
は
る
な
み
号

　
　
　
　
　
　
5
7
9
8
9
0
円

　
去
勢
部
　
海
野
直
　
雄
二
号

　
　
　
　
　
　
4
6
5
、
5
6
0
円

畜
産
ト
i

N
だ
よ
り

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　り塘どうご’り④

国務大臣・総務庁長官

江藤隆美代議士来的〃

9月24日旧）に、国務大臣・総務庁長官江藤隆美代議士が来町され

町総合文化センターにおいて、就任祝賀会が行なわれました。

＼ξ窪、

㌦
ノ

順

地
方
分
権
と
は
？

　
こ
れ
ま
で
の
全
国
一
律
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
見
直
し
、
地
方
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
、
文
化
、
自
然
条
件
な
ど
の

個
性
を
生
か
し
た
、
多
様
で
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
方
分
権
が
実
現
す
る
と

O
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
、
独
自

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

○
住
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た
福

祉
社
会
づ
く
り
。

O
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
、
効
率

！
」
O

■地方分権推進法による分権の進め方
委員任命 同意

内閣総理大臣
蔑 馨

作成

報告

地
方
分
権
推
進
委
員
会

地
方
分
権
推
進
計
画
の
指
針

地方分権推進計画案

政
府

閣議決定

地方分権推進計画
報告

法律施行後、5年以内に

v画に基づく施策を実施
監視・意見

真
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
、

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
め
ざ
し
て

励一

�
｢
〕
圏
厨
日
凶
②
箇
凹
図

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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葡髭　　　残暑の中「熱戦」
　9月12日吹）　　東郷町秋季ゲートボール大会

　残暑の厳しい中での秋季ゲートボール大会となりましたが、

その暑さに負けず劣らずの熱戦が繰り広げられました．

順f立は　優勝　小野田Bチーム、第2位　寺迫Aチーム、第

3位　小野田Aチームという結果でした．優勝チームは、県
老人クラブ連合会ゲートボール大会。第2位のチームは、国

民年金ゲートボール県門大会へ町代表として出場しました．
【選手の紹介】

優勝小野田Bチーム：田中富美子さん・瓢頼重美fさん・寺
原弘さん・都甲アサエさん・谷ロナツエさん・木村イチェさん

第2位寺迫Aチーム：筒井塩海さん・黒木光志さん・高野專

市さん・新名辰良さん・黒木文子さん・高瀬利喜三さん・溝
ロダイさん。

u＝■＝7－＝【】L■一－1三

　
■＝濫．】【

　
1夏竃＝X］E■コ【］［－一τ】［－］【－＝【－1

台風り4号が九州に上陸
9月23日1土）～24日旧

　中型で強い勢力の台風14号が23日夜から翌朝にかけて瓦州

地方に．L陸し、町内でも農産物など各地で被害が発生しまし
た．

　今年初めての台風上陸ということで、町では災害対策に万
全を期すため23日正午に町長を本部長とする災害対策本部を

設置、本部員をはじめ、各地区の消防団員も詰所に侍機する

などして台風の接近に備えました．

　主な被害状況は次のとおりです，
O公共土木〔道路、河Ill、片liiくずれ等　被害額4．595万円．

O農林水産施設・ミニトマトハウス破損14箇所1100万円。

O農産物被害額　　　　　　　　　　　　　　1．035万円．

】［■■＝【皿コ【． ｯ皿コ【■－＝【コ【＝【■一】［皿．】【■
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　　地震を想定した防災訓練
　　　一養護老人ホーム「鈴峰園」一
9月27日1水1

　町消防団では、9月1日の一防災の日一の行事の一環とし

て、養護老人ホーム’鈴懸園一において夜間の地震を想定し

た、防災訓練を行ないました．

　訓練では、地元消防団第8部・本部それに日向消防署・日

向警察署の協力を得て本番さながらの訓練が行なわれ、有事

の際の指揮統制（命令・報告・連絡・を確実に行ない、この

訓練の目的である人命優先の救助活動と住民への防災意識の

高揚を図ることができました，

エ

｝
n－r【－－－－－u］【．

　｝｝
1翼

　
UI

　｝皿　
＝■．

　　　　森と川と海のフォーラム
「共有する自然環境との共生及び保全のための方策を求めて」

10月17日1火1

　日向東臼杵郡南部市町村振興協議会主催による一森と月1と

海のフォーラム．が、日向市美々津の洲の崎1耳川瀬［］1で

開催されました、これは耳川流域にある市町村が一共有する

自然環境との共生／乏び保全のための方策を求めて　をテーマ

に自然とともに生きる地域社会の実現に向けてどうしたらい

いのかを、パネルディスカ’ションや意見発表、明海大学の

森厳夫教授の基調講演一みんなで守ろう　森と川と海　等を

通して考えました．将来に関わる重要な問題とあって参加者

舗真剣な瀦灘嶽換していました． ^

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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畳
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さ
ん
（
5
3
歳
）

　
2

、
躯

。
出
身
地

　
　
福
地
鳥
川

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
七
年
八
月
三
十
日

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
塩
月
秀
幸
（
兄
）

o
現
在
の
住
所

　
　
延
岡
市
南
】
ケ
岡

　
平
成
元
年
に
脱
サ
ラ
を
し
て
㈲
ホ

ー
ヨ
ー
ソ
イ
ン
グ
を
設
立
、
現
在
は

三
つ
の
工
場
を
運
営
し
て
い
る
塩
月

さ
ん
。

　
自
宅
で
は
、
奥
さ
ん
と
義
理
の
お

母
さ
ん
の
三
人
暮
し
で
、
子
供
さ
ん
は

東
京
で
生
活
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
忙
し
く
て
好
き
な
ゴ
ル
フ
も
ま
ま

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ら

★
∴

泓
3
さ
と
6
思
い
出
ぱ
な
し

．　

ふ
る
さ
と
と
母
へ
の
思
い
出

　　

@　

@
そ
し
て
『
心
の
オ
ア
シ
ス
』

　
早
い
も
の
で
工
都
延
岡
に
住
ん
で
、

三
十
二
年
も
の
歳
月
が
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
時
を
告
げ
る
城
山
の
鐘
の
音

を
聞
く
た
び
に
「
な
つ
か
し
き
城
山

の
鐘
な
り
い
で
ぬ
幼
か
り
し
日
聞
き

し
ご
と
く
に
」
と
歌
っ
た
牧
水
の
生

れ
育
っ
た
故
郷
「
山
陰
」
の
少
年
時

代
を
懐
か
し
く
思
い
だ
し
て
い
ま
す
。

　
数
あ
る
思
い
出
の
う
ち
、
実
家
が

ミ
カ
ン
を
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
ミ

カ
ン
の
色
づ
く
季
節
に
な
る
と
故
郷

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
山
の
急
斜
面

を
切
開
い
た
段
々
畑
に
ミ
カ
ン
が
黄

色
く
色
づ
く
と
、
そ
れ
は
本
当
に
見

ご
と
で
し
た
。
そ
し
て
収
穫
、
母
は

リ
ヤ
カ
ー
に
ミ
カ
ン
を
山
ほ
ど
積
、
み
、

幼
い
私
を
乗
せ
て
片
道
十
五
キ
ロ
あ

る
美
々
津
、
高
松
方
面
に
売
り
に
出

か
け
ま
し
た
。
帰
り
道
に
「
冒
険
王

・
お
も
し
ろ
ぶ
っ
く
」
の
本
を
買
っ

て
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

大
自
然
を
生
か
し
て
町
の
活
性
化
を

　
東
郷
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
牧
水

と
豊
か
な
大
自
然
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

町
の
活
性
化
を
お
願
い
し
た
い
。

　
牧
水
記
念
館
を
核
と
し
て
、
大
自

然
の
遊
歩
道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

様
な
気
が
し
ま
す
。
今
で
も
あ
の
砂

利
道
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
く
、
た
く
ま

し
い
母
の
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て
お

り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
故
郷

の
思
い
出
。
そ
れ
は
「
心
の
オ
ア
シ

ス
」
で
す
。

＜
塩
月
さ
ん
の
実
家
附
近

で
、
町
長
さ
ん
の
近
況
報
告
を
聞
く
に

つ
け
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ふ
る
さ
と

を
思
い
出
し
懐
か
し
さ
で
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
東
郷
町
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ト
、
清
流
耳
川
・
坪
谷
川
の
活
用
、

農
産
物
自
然
食
品
を
一
堂
に
集
め
た

物
産
デ
パ
ー
ト
も
一
考
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
延
岡
で
行
な
わ
れ
る
東
郷
町
人
会

牧
水
の
歌
碑
の
ま
つ
り
に
集
い
来
て

　
四
季
折
々
の
歌
に
染
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夕
焼
け
の
僅
に
残
る
西
空
に

　
番
か
雁
の
し
き
り
鳴
き
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

闇
深
き
一
山
を
背
景
に

　
上
が
る
花
大
に
酔
い
し
れ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

猛
暑
に
草
花
枯
れ
し
路
上
に
は

　
小
影
引
き
つ
つ
蟻
の
行
列

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

紅
の
サ
フ
ラ
ン
も
ど
き
の
咲
き
し
午
後

　
幼
き
日
の
孫
子
テ
レ
ビ
に
写
す

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

明
け
方
の
大
淀
河
畔
の
ビ
ル
の
間
に

　
大
の
玉
の
ご
と
陽
は
昇
り
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
土
口
市

欠
伸
す
る
や
う
に
遮
断
機
上
が
り
み
る

　
誰
も
通
ら
ぬ
休
日
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
門
司

朝
ぼ
ら
け
一
声
高
く
時
鳥

　
宮
森
よ
ぎ
り
て
南
の
杜
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

牧
水
の
丘
に
建
ち
た
る
十
↓
の

　
歌
碑
に
射
し
を
り
光
あ
ま
ね
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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バ
薫

㊨魑

ぐ
題
「
こ
ん
な
お
う
ち
に
す
み
た
い
な
あ
」

「
、r

E
　
鮮
っ

r

　
　
　
　
　
一
　
駿
饗

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

・
　
響
・

　　　寺迫山ノロの

　橋ロ秀和くん〔5わ

父：僑口良一さん

母：　千佐子さん
O好きな食べ物は何ですか？

　にく、カレーライス

O好きなテレビ番組は何で

　すか。

　すもう

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　野球の選手

卿

　　　　　　　　　寺迫落鹿の

　　　　　　　サッカーの選手▲題「こんなおうちにすみたいなあ」
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盈’輝一街の細断
交通安全優良学校に

　　坪谷小学校

　坪谷小学校では以前か

ら交通安全に対し、毎朝

の班登校や週2回の集団

下校、また保護者、先生方

の立番指導などで積極的

に取り組んできました。

その結果、長年にわたり

児童が無事故で交通マナ

ーもよく守ら考していると

いうことで今回の表彰と

なったものです。坪谷小

学校ではこれに安心する

ことなく、今後も引き続

き交通安全により一層努

めていきたいといっこと

でした。

▲集団下校の班長の皆さん

圏
回
回
回
凶
0

味
覚
の
秋
・
読
書
の
秋
を
迎
え
て

　
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
日
本

で
、
秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
り
、
ま

た
、
】
年
の
成
果
を
振
り
返
り
年
末

に
向
け
て
、
最
後
の
努
力
が
出
来
る

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
時
期
で
す
。

　
今
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
早

期
米
に
続
き
普
通
作
米
も
黄
金
色
に

実
り
コ
ン
バ
イ
ン
が
、
忙
し
そ
う
に

動
き
回
っ
て
い
る
の
を
見
て
懐
か
し

く
な
り
ま
す
。

　
入
学
試
験
を
控
え
た
家
庭
で
は
、

最
後
の
追
い
込
み
と
チ
ェ
ッ
ク
に
余

念
の
な
い
子
供
さ
ん
と
、
そ
れ
を
支

え
る
家
族
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
期
待
し
ま
す
。

　
さ
て
、
東
郷
町
の
地
域
安
全
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
事
件
は
大
幅

に
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
自
動
車

盗
難
や
空
巣
等
、
地
域
型
の
窃
次
皿
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
東
郷
町
の
人
々
が
交
通
事

故
を
起
こ
し
た
件
数
は
、
ワ
ー
ス
ト
記

交通事故件数

内　訳

物言 人身
計

46

7
件

53

東
郷
駐
在
所

16 0 16

坪
谷
駐
在
所

8
件

0

8
件

〆
高
駐
在
所

70

7
件

77

合
計

録
と
し
て
県
内
で
は
最
悪
の
状
況
に

あ
り
ま
す
の
で
、
町
行
政
と
共
に
ワ

ー
ス
ト
降
下
作
戦
を
取
り
組
み
、
町

民
の
方
々
の
安
全
運
転
を
、
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
八
月
に
は
、
坪
谷
川
で
水
難
が
発

生
し
ま
し
た
。
清
流
の
多
い
町
内
に

は
内
外
か
ら
キ
ャ
ン
プ
や
自
然
で
の

水
遊
び
を
求
め
て
、
多
く
の
人
々
が

や
っ
て
き
ま
す
が
、
来
年
は
皆
さ
ん

が
一
生
懸
命
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
事
故
防
止
に
万
全
を
期
し

た
い
も
の
で
す
．
．

　
こ
れ
か
ら
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
空
巣
が
多
く
発
生
し
ま
す
．
．
家

を
空
け
る
時
は
必
ず
カ
ギ
を
し
っ
か

り
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
火
災
の

多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
枯
れ
草

の
近
く
等
の
火
付
け
は
、
消
火
器
や
水

を
準
備
し
て
か
ら
に
し
、
家
庭
で
の

火
の
用
心
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が

模
範
を
示
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
弔

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
久
保
）
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平
成
7
年
度
文
化
庁
移
動
芸
術
祭

新
劇
公
演
が
行
な
わ
れ
ま
す
．
．

　
移
動
芸
術
祭
は
、
優
れ
た
舞
台
芸

・
…
…
…
・
…
…
。
」
術
を
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
・
…
方
々
に
低
料
金
で

　
　
　
　
　
O
｝

　　　劇団文化座公演
『翰ン翻南シ汎㊧三輪
　　　　蒼建の海は苦界の涙カー

・
鑑
賞
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
文
化
庁

’
等
主
催
者
が
経
費

・
を
負
担
し
て
開
催

．
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
公
演
は
、

鈴
木
光
枝
と
そ
の

子
佐
々
木
愛
の
親

…
子
最
後
の
共
演
で
、

第
一
次
大
戦
に
勝

．
利
し
一
等
国
を
自

…
認
す
る
よ
う
に
な

…
つ
た
日
本
が
、
1

…
9
2
0
年
海
外
廃

…
娼
令
を
発
布
し
た

…
が
、
そ
れ
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　

「
…
…
i
i
…
…
i
…
i
」
幾
万
と
い
う
年
端

も
い
か
ぬ
娘
た
ち
が
「
か
ら
ゆ
き

さ
ん
」
と
し
て
大
陸
に
渡
り
、
身

を
売
っ
て
家
を
支
え
て
い
た
。
そ
ん

な
女
性
の
生
涯
を
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。

▽
日

▽
場

▽
入
場
料

愈
触

　
　
秘

史
序
牽黒黒齢＿

　　　諮

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

時
　
1
2
月
7
日
（
木
）

　
　
開
場
　
午
後
6
時
2
0
分

　
　
開
演
1
1
午
後
6
時
5
0
分

所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
全
席
】
、
五
〇
〇
円

　
　
（
生
徒
七
〇
〇
円
）

　
▽
前
売
所

　
寺
迫
一
鯨
骨
セ
ン
タ
ー
、

　
福
瀬
一
新
名
本
店
、
先
野

・
商
店
、
鶴
野
内
1
1
渡
部
商

店
、
迫
野
内
一
谷
川
酒
店
、

八
重
原
1
1
山
本
商
店
、
田

野
1
1
田
原
酒
店
、
羽
坂
1

藤
井
商
店
、
仲
深
1
1
田
口

酒
店
、
坪
谷
1
1
松
掛
商
店

・
松
岡
商
店
、
越
表
一
楠

商
店
、
役
場
教
育
委
員
会

魏
釧
顧
縮
『
組
閣
灘
噸
噸
『
鱗
顕
熟
籔
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
の
額
を
少
し
で
も
多
く
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
算
し
て
支
給
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら

…
Q
私
は
△
吾
の
妻
で
す
が
・
六
に
振
替
加
算
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
加
響
加
算
し
と
呼
ば
れ
て
い
ま
蓋

凶
十
五
歳
に
な
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
こ
こ
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
振
替

　
受
け
る
場
A
。
・
加
算
が
あ
る
と
聞
き
加
階
一
義
呈
六
＋
歳
未
満
の
　
の
妻
三
う
こ
と
に
な
・
て
い
ま
す
　

　
ま
し
た
が
、
ど
の
考
な
も
の
で
す
全
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
・
に
な
つ
が
夫
で
あ
っ
て
も
該
当
す
・
場
合
が
　

買
い
わ
ゆ
る
「
振
蓼
」
と
呼
繍
妊
蒋
雛
悌
建
あ
り
ま
究
　
　
｝

　ば

黷
驍
烽
ﾌ
で
す
．
　
　
　
月
百
ま
で
星
・
れ
た
人
）
を
対
　
　
　
　
　
｝

皿
　
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
は
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象
と
し
て
お
り
、
金
額
は
そ
の
生
年

　柵
�
ｶ
雛
灘
媚
難
解
藪
繋
　
％
徹
　

　
和
六
±
年
四
月
以
降
の
強
制
加
入
・
う
さ
・
に
な
る
・
、
そ
れ
ま
で
夫
　
　
　
　
　
…

　
一
6
襯
騨
輪
蹴
鵬
陣
門
…
践
謄
睦
盤
黙
雄
略
陣
…
…
1
一
…
…
ー
ー
L

表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説

　
表
紙
の
う
た
「
秋
の
夜
栗
の
話
の

な
か
に
し
て
ふ
と
ふ
る
さ
と
の
母
お

も
ふ
か
な
」
は
大
正
二
年
（
一
九
一

三
・
二
十
八
歳
）
の
秋
の
作
で
、
第

七
歌
集
『
秋
風
の
う
た
』
に
収
め
て

あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
、
こ
の
前
年
の
七
月
、
郷

里
の
虫
尽
蔵
が
重
態
と
の
報
を
受
け
、

ひ
と
り
坪
谷
に
帰
り
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
十
】
月
、
父
は
死
去
し

ま
し
た
が
、
年
明
け
て
大
正
二
年
の

五
月
牧
水
は
母
マ
キ
を
郷
里
に
残
し

て
東
京
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　
牧
水
は
小
石
川
に
家
を
借
り
て
妻

喜
志
子
と
長
男
旅
人
（
牧
水
帰
郷
中

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

に
喜
志
子
の
実
家
で
誕
生
）
を
長
野

か
ら
呼
び
寄
せ
、
親
子
三
人
の
生
活

を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
牧
水
は

坪
谷
の
老
母
の
こ
と
が
常
々
気
に
か

か
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　
秋
の
夜
、
喜
志
子
と
の
語
ら
い
の

中
で
栗
の
は
な
し
が
出
た
の
で
し
ょ

う
。
ふ
と
そ
の
時
、
ふ
る
さ
と
の
母

の
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
歌
と
並
ん
で
、
次
の
歌
も

詠
ん
で
い
ま
す
。

　
母
ひ
と
り
拾
ふ
と
も
な
く
栗
ひ
ろ

　
ふ
か
の
裏
山
の
秋
ふ
か
み
け
む

毒
、
，

畿
臨

蝦

　
牧
水
生
家
の
東
裏
に
は
今
も
栗
の

樹
が
あ
り
、
毎
年
秋
に
な
る
と
実
を

つ
け
て
い
ま
す
。
「
拾
ふ
と
も
な
く
栗

ひ
ろ
ふ
」
そ
の
母
の
姿
、
寂
し
さ
が

私
達
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

郷
土
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

歌
、
コ
ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
や
ま
の
…
L

は
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
秋
、
帰
郷

し
て
い
る
時
の
作
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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林
業
改
善
資
金

　
　
　
　
　
　
貸
付
制
度

　
林
産
物
生
産
用
機
械
・
施
設
、
林

業
従
事
者
の
安
全
衛
生
の
た
め
の
機

械
・
施
設
や
間
伐
材
用
製
材
機
械
を

導
入
す
る
費
用
、
林
業
経
営
を
開
始

す
る
た
め
の
費
用
等
に
つ
い
て
融
資

し
ま
す
。

◎
融
資
対
象
者
　
森
林
所
有
者
、
林

業
経
営
者
、
林
業
従
事
者
、
製
材
業

者
等

◎
貸
付
限
度
額
　
機
械
・
施
設
ご
と

に
定
め
る
額

◎
融
資
利
率
　
無
利
子

◎
償
還
期
間
　
機
械
・
施
設
別
に
3

年
か
ら
一
。
年

◎
償
還
方
法
　
均
等
年
払
い

◎
申
込
締
切
日
：
・
1
1
月
2
0
日

◎
受
付
機
関
…
各
森
林
組
合
等

※
問
い
合
せ
ば
、
県
林
業
経
済
課
ま

た
は
、
東
臼
杵
農
林
振
興
局
林
務
課

含
0
9
8
2
1
3
2
1
6
1
3
4

平
成
7
年
度
青
年

　
海
外
協
力
隊
募
集

▽
応
募
資
格
…
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で

の
青
年
男
女

▽
募
集
締
切
日
　
1
1
月
3
0
日

▽
募
集
規
模
　
農
林
水
産
、
加
工
、

保
守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、

教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
7
部
門

▽
選
考
試
験

一
次
筆
記
試
験
（
技
術
、
英
語
、
協

力
隊
員
適
性
テ
ス
ト
）

二
次
面
接
試
験
及
び
健
康
診
断

▽
訓
　
練
　
合
格
者
は
約
8
0
日
間
の

国
内
合
宿
訓
練
を
終
了
後
、
各
任
国

へ
出
発

▽
派
遣
国
　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
近
東
、
中
南
米
等
の
開
発
途
上
国

▽
派
遣
期
間
　
原
則
と
し
て
2
年

▽
募
集
説
明
会
　
1
1
月
1
6
日
（
木
）

　
　
　
　
宮
崎
市
　
み
や
ざ
き
会
館

※
問
い
合
せ
ば
、
県
総
務
部
国
際
交

流
課
費
0
9
8
5
－
2
6
1
7
0
0
4

平
成
8
年
用

　
宮
崎
県
民
手
帳

　
　
　
　
　
予
約
受
付
中

　
お
仕
事
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
資

料
が
収
録
し
て
あ
り
、
贈
り
物
に
も

重
宝
で
す
。

　
大
型
版
・
小
型
版
と
も
に
内
容
は

同
じ
で
す
。
ぜ
ひ
、
県
民
手
帳
を
ご

愛
用
く
だ
さ
い
。

▽
サ
イ
ズ
　
大
刑
⊥
版
（
㎞
㎝
×
編
㎝
）

　
　
　
　
　
小
型
版
（
備
㎝
×
細
㎝
）

▽
価
格
い
ず
れ
も
…
…
円

▽
　
色
　
　
ベ
ー
ジ
ュ

▽
申
し
込
み
先
　
各
組
合
長
・
役
場

　
　
　
　
　
企
画
財
政
課
ま
で

▽
申
し
込
み
期
限
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

※
冊
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
お
申

し
込
み
は
、
お
早
．
目
に
ど
う
ぞ
〃

ご
存
じ
で
す
か

　
「
税
を
知
る
週
間
」

十
一
月
十
一
日
中
ら
十
七
B
ま
で

は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

　
税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
．
、

　
「
税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税

に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
使
わ
れ

方
な
ど
を
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
方

に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
「
税
を
知
る
週
間
」
は
「
こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
特
に
「
暮

ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
種
の
行
事
を
全
国
的
に
幅
広
く
行

な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主

婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
租
税
教
室
」
、
生
活
の
ま
わ
り
の

さ
ま
ざ
ま
な
税
の
問
題
を
題
材
に
し

た
講
演
会
、
デ
パ
ー
ト
や
繁
華
街
で

の
税
に
関
す
る
資
料
展
示
な
ど
多
数

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
税
務
署
な
ど
へ
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

第
4
2
期

　
自
衛
隊
生
徒
募
集

▽
受
付
期
間
　
平
成
7
年
1
1
月
1
日

か
ら
平
成
8
年
1
月
4
日
ま
で
（
締

切
日
必
着
）

▽
採
用
予
定
数
　
陸
上
自
衛
隊
生
徒

約
2
5
0
名
、
海
上
自
衛
隊
生
徒
約

6
0
名
、
航
空
自
衛
隊
生
徒
約
5
0
名

▽
応
募
資
格
　
平
成
8
年
4
月
1
日

現
在
1
5
歳
以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
（
平
成
8
年
3
月
卒

業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

※
問
い
合
せ
ば
、
宮
崎
地
方
連
絡
部

　
　
　
容
0
9
8
5
－
5
3
－
2
6
4
3

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
1
1
月
9
日
～
1
5
【
口

　
災
害
に
備
え
て
日
頃
の

　
　
　
　
　
火
の
用
心

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
4
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
5
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
　
　
　
　
※
納
期
は
十
一
月
三
十
日

　　

@　

@　

@
箸
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
1
0
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
羽
坂
の
沖
田
和
子
さ
ん
か
ら

（
征
郎
さ
ん
・
5
6
歳
ご
逝
去
V

◎
坪
谷
の
那
須
昭
一
さ
ん
か
ら

（
寺
原
フ
ジ
さ
ん
・
9
5
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
川
越
松
行
さ
ん
か
ら

（
サ
ツ
子
さ
ん
・
6
3
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
佐
藤
ト
シ
子
さ
ん
か
ら

（
光
男
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
川
越
富
貴
雄
さ
ん
か
ら

（
ア
キ
エ
さ
ん
・
9
3
歳
ご
逝
去
）

三
三
　
付

　
鶴
野
内
の
下
野
初
江
さ
ん
、
福
谷

ヤ
ツ
子
さ
ん
、
迫
野
内
の
黒
木
文
雄

さ
ん
か
ら
快
気
祝
と
し
て
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
t
．
一
一
　
　
●

　
　
（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

花 黒 新 海 鈴 赤
ち

森 木 名 野 木 や

勇 優 祐 有 璽窃
貝 氏

樹 輝 太 紀 子 名

俊 智 弘 公 敏 羅
朗 廣 典 生 彦 看

羽 鶴 小 坪 田 住
野 野

坂 内 田 谷 野 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

佐
l
l
l

1
1
1 寺

氏

藤 越 越 原

光
男

サ
ツ
子

ア
キ
ヱ

フ
ジ

名

75 63 93 95 年

歳 歳 歳 歳 齢

鶴 鶴 小 坪 住
野 野 野
内 内 田 谷 所
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